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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
外
務
省
と
米
国
国
務
省
に
よ
る
中
国
危
険
情
報
の
乖
離
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
外
務
省
と
米
国
国
務
省
に
よ
る
中
国
危
険
情
報
の
乖
離
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
不
当
な
拘
束
」
及
び
「
不
当
な
出
国
禁
止
措
置
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
米
国
国
務
省
の
見
解
を
前
提
と
し
た
も
の
又
は
同
国
政
府
の
見
解
に
つ
い
て
問
う
も
の
で

あ
る
た
め
、
政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
立
場
に
な
い
。 

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
国
を
含
む
海
外
に
渡
航
・
滞
在
す
る
邦
人
の
保
護
は
、
政
府
の
最
も
重
要
な
責
務
の
一
つ
で
あ
り
、

政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
適
時
適
切
な
情
報
発
信
、
注
意
喚
起
等
を
行
う
こ
と
を
通
じ
、
海
外
に
渡
航
・
滞
在
す
る
邦

人
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
御
指
摘
の
「
外
務
省
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
の
「
危
険
情

報
」
に
お
い
て
、
「
中
国
で
は
、
「
国
家
安
全
に
危
害
を
与
え
る
」
と
さ
れ
る
行
為
は
、
刑
法
、
反
ス
パ
イ
法
、
軍
事
施
設

保
護
法
、
測
量
法
等
に
基
づ
き
取
調
べ
の
対
象
と
な
り
、
国
家
安
全
部
門
に
長
期
間
の
拘
束
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
み
な
ら

ず
、
裁
判
で
有
罪
と
な
れ
ば
懲
役
な
ど
の
刑
罰
を
科
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
」
と
い
っ
た
記
載
を
す
る
こ
と
な
ど
を

通
じ
、
同
国
に
渡
航
・
滞
在
す
る
邦
人
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


